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い
よ
い
よ
夏
の
研
究
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
年
の
山
頂
は
世
界
遺

産
効
果
で
山
開
き
以
来
、
予
想
以
上

の
混
雑
で
す
。
測
候
所
に
登
る
最
後

の
馬
ノ
背
名
坂
は
登
山
者
の
増
加
で
登
山
道
の
崩

れ
が
激
し
く
、
埋
め
て
あ
る
電
線
の
カ
バ
ー
が
露

出
し
、

一
時
は
ブ
ル
に
よ
る
荷
物
の
運
搬
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
。
十
六
日
に
山
頂
管
理
の
登
山
家
た

ち

（山
頂
班
）
が
通
電
に
成
功
し
て
開
所
を
し
、

！観
測
機
材
も
何
と
か
担
ぎ
上
げ
た
の
で
、
現
在
、

山
頂
に
は
十
人
以
上
の
研
究
者
が
入
れ
代
わ
り
に

滞
在
し
て
観
測
な
ど
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
心
に
い
て
電
源
や
大
気
の
取
り
入
れ
口

の
配
分
な
ど
を
仕
切

つ
て
い
る
の
は
東
京
理
科
大

学
の
三
浦
和
彦
准
教
授
で
す
。
海
洋
大
気
の
専
門

家
で
も
あ
る
三
浦
さ
ん
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
発
足
当
初
か

ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
者
と
し
て
の
経
験
や
付
き

合
い
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ト
が
頼
り
に
さ
れ
て
山

，　
一
富
士
山
頂
か
ら

頂
観
測
の
指
導
的
な
立
場
に
あ
り
ま
す
。

「本
当

は
高
山
病
に
な
る
し
、
山
に
は
弱
い
の
で
す
よ
」

と
言
い
な
が
ら
も
、
彼
が
い
な
い
と
始
ま
ら
な
い

の
で
、
毎
年
山
に
登

っ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
東
京
理
科
大
学
の
中
に
出
岳
大
気

研
究
部
門
を
立
ち
上
げ
て
本
格
的
に
富
士
山
観
測

に
参
加
し
て
い
る
研
究
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で

も
あ
り
、
山
岳
観
測
に
か
け
る
晴
熱
は
半
端
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
三
浦
グ
ル
ー
プ
の
仕
事
は
超
微
小

な
エ
ア
ロ
ゾ
ル
か
ら
大
気
電
気
ま
で
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
二
十
人
以
上
の
若
手
が
発

表
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

「雲
粒
の
成
長
を
雲
の

上
と
下
で
測
定
し
て
、
そ
の
化
学
成
分
を
調
べ

る
」
な
ど
、
意
欲
的
な
研
究
が

多
く
、
学
会
で
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
土
器
屋
　
由
紀
子
＝
富
士
山

測
候
所
を
活
用
す
る
会
理
事
）


